
２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針 

１２０年を超える歴史を刻む当社グループは、「共存同栄」と「有限の鉱業から無限の工業へ」

という２つを創業の精神として受け継ぎ、時代と産業構造の変化に対応しながら、新たな技術への

挑戦と自己変革を重ねて業容を拡大してきました。 

また、今後ますます多様化・複雑化するニーズに応え、社会に新たな価値を提供し続ける企業と

しての使命と進むべき方向をより明確にするため、２０１９年４月に経営理念及びこれを実現する

ための経営方針を制定しました。 

 

 経営理念 

  「技術の探求と革新の心で、未来につながる価値を創出し、社会の発展に貢献します」 

 

 経営方針 

  「倫理」     高い倫理観を保ち、法令および社会規範を遵守します 

  「安全と安心」  地球環境保全に努め、安全・安心なものづくりを行います 

  「品質」     お客様と社会の信頼に応える品質をお届けします 

  「人」      個性と多様性を尊重し、健康で働きやすい職場をつくります 

 

当社グループは、企業経営の根幹となる理念と方針に基づき、未来につながる、新たな価値を創

出するための事業活動をグローバルに展開するとともに、ＥＳＧ（環境・社会・コーポレートガバ

ナンス）の一層の充実に努め、企業価値の向上を目指します。 

また、株主を始め顧客、取引先、従業員や地域社会等のあらゆるステークホルダー、さらには地

球環境との共生を実践し、これらに貢献する価値創出企業であり続けます。 

 

（２）目標とする経営指標 

（３）中長期的な経営戦略 

上記２項目については、後日新たな中期経営計画としてお知らせいたします。 

 

（４）会社の対処すべき課題 

（品質保証に関する課題） 

２０１７年度に当社グループにおいて判明した品質検査上の不適切行為につきましては、これを

真摯に反省するとともに、具体的な再発防止策を策定し、経営陣ならびに従業員の意識および組織

風土の改革、組織再編、制度の見直しなどの運用基盤の強化、改善を進めました。今後も、品質保

証システムの確実な運用と改善・適正化を継続して実施し、グループにおけるガバナンスの向上と

品質管理体制の一層の強化を図ってまいります。 

また、一部設備のトラブルにより当社が製造・販売している重炭酸アンモニウムに金属異物が混

入した可能性があることを本年３月１９日に公表するとともにお客様に当該製品の使用停止と返品

のお願いをいたしました。設備の修繕および検査機器を増強するなどの管理体制の強化は実施済み

で、今後は再発防止に万全を期するとともに、さらなる品質の維持向上に努めてまいります。 

 

（持続的成長に向けた課題） 

今後予想される経営環境の変化を「対処すべき課題」であるとともに「新たな成長の機会」と捉

え、化学セグメントを中心とした次なる成長の実現に注力します。このため、事業単位を従来の３

カンパニー２事業部から３カンパニーに集約し自立した事業運営の促進と迅速な意思決定を図ると

ともに、海外市場の発展を取り込むため新たな製造・販売拠点を展開してまいります。 

また、地球環境問題への対応と貢献のため、温室効果ガス（ＧＨＧ）排出の低減、環境負荷低減

に貢献する技術・製品の創出を推進するとともに、関連する情報の開示を一層充実させてまいりま

す。 
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